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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
弓部大動脈再建中の心筋障害を最小限にする体外循環法を考案した｡それは心の前負荷
を調節し､適切な大動脈基部圧を維持することで､大動脈遮断中に冠血流と心拍を維持
する方法である｡この研究の目的は大動脈遮断中に心拍を維持 し､心負荷の少ない収縮
期大動脈基部圧を決定することであるC実験 1.6匹のブタを用い､部分体外循環下に
上行大動脈を速断し､設定 したいくつかの収縮期大動脈基部圧における実験データから
適切な収縮期大動脈基部圧を決定した｡実験 2.新たに準備 した 12匹のブタを2群に
分け､先の群で 60分間の体外循環を行い､後の群では実験 1で決定 した収縮期大動脈
基部圧を維持ながら60分間大動脈を遮断した｡実験 1.収縮期大動脈基部圧が80mmHg
以上の時､拡張期冠血流が体外循環前のそれと同等であり､100mmHg以下の時､心前負
荷が許容範囲内であった｡実験 2.2群間で周術期の心機能に差はなかった｡90mmHg
が本法の至適収縮期大動脈基部圧であった｡
論 文 蕃 査 結 果 の 要 旨
弓部大動脈再建中の心筋障害を最小限にする体外循環法を考案した｡それは心の前負
荷を調節し､適切な大動脈基部圧を維持することで､大動脈遮断中に冠血流と心拍を維
持する方法である｡この研究の目的は大動脈遮断中に心拍を維持し､心負荷の少ない収
縮期大動脈基部圧を決定することであるD実験1,6匹のブタを用い､部分体外循環下に
上行大動脈を速断し､設定したいくつかの収縮期大動脈基部圧における実験データから
適切な収縮期大動脈基部圧を決定した｡実験2.新たに準備した12匹のブタを2群に分
け､先の群で60分間の体外循環を行い､後の群では実験1で決定した収縮期大動脈基部
圧を維持ながら60分間大動脈を遮断した｡実験 1.収縮期大動脈基部圧が80mmHg以上
の時､拡張期冠血流が体外循環前のそれと同等であり､100mmHg以下の時､心前負荷が許
容範囲内であったo実験2.2群間で周術期の心機能に差はなかった｡90mmHgが本法
の至適収縮期大動脈基部圧であったことを示した価値ある業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
